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このクイックガイドでは『LB CD/DVD ロック 2』の簡単な使用方法に

1. LB CD/DVD ロック 2 のインストール 2. パスワード

3. パスワード付きディスクの使用方法

1. LB CD/DVD ロック 2 のインストール

②「次へ進む」-「インス

トール」-「LB CD/DVD

ロック 2 のインストール」

の順にクリックします。

ライセンスキー

パッケージ版

「ユーザ登録は

ダウンロード版

ルをご参照くだ

①CD-ROMをセットすると

メニューが起動します。
ついて説明します。

付きディスクの作成方法

クイックガイド

④使用許諾契約に同意して

いただき、「次へ」をクリック

します。

⑤ライセンスキーを入力して

「次へ」をクリックします。

③インストーラが起動します。

「次へ」をクリックします。

は半角英数字で入力します。

の場合、ライセンスキーは

がき」に記載されています。

は購入時に送信されるメー

さい。
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2. パスワード付きディスクの作成方法

光学ドライブにディスクをセットします。（未使用のディスクをお勧めします。）

⑥インストール先を指定して「次へ」を

クリックするとインストールが開始さ

れます。

⑦「完了」をクリックします。

コンピューターを再起動して

インストールを完了します。

未使用のディスクをドライブにセットすると、ディスクの操作/書き込みオプションが

表示されます。ここでは「キャンセル」または「×」（終了）をクリックします。

以下のオプションは絶対に選択しないでください。書き換え不可のディスクは、

『LB CD/DVD ロック 2』で使用できなくなります。

「●USB フラッシュドライブと同じように使用する」（Windows 7）

「●ライブファイルシステム」(Windows Vista)

『LB CD/DVD ロック 2』の起動時に次のメッセージが表示される場合、指示に従って

更新プログラムを導入してください。 （利用ガイド P18 をご参照ください）

「お使いの環境は DVD、Blu-ray への書き込みに対応していません。Windows

更新プログラムをインストールしますか？」
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①「スタート」から「LB CD/DVD ロック 2」を選択して

ウィザードを起動します。

オプション

閲覧用ツールの

コピー、一時フォル

ダーのパスを設定

します。

秘密ドライブ 書き込みリスト

パスワードで保護するデータを登録します。

ディスク 書き込みリスト

パスワード認証なしで読み込めるデータを登録します。

ディスク容量表示ゲージ

登録データがディスク容量を超えたら「削除」でデータを調整します。

③データの登録を終えたら「次へ」をクリックします。

書き込み用ドライブ

使用するドライブを選択します。

- データ未登録時

- データ登録可能

- 容量オーバー

ステップ 1

②「エクスプローラー」やデスクトップ等から書き込む

データをドラッグ＆ドロップでリストに登録します。



④パスワード、暗号強度等の設定をします。

⑤「作成」をクリックしてディスクの書

き込みを開始します。

有効期限

パスワード付きディスクに

有効期限を設定します。

暗号鍵長

AES128/256 ビットを選択できます。

ドライブレター

ドライブレターを指定することができます。

パスワード

1バイト以上の英数字、記号、空白を含む

印刷可能な半角文字（半角カナを除く）が

入力可能（大文字/小文字を識別します）

ステップ 2

オプション

パスワード付きディスクの内容を閲覧するため

には閲覧専用のツール

『LB フリーレシーバー』が必要です。

※『LB フリーレシーバー』は標準でディスクに

同梱されます。

※一時フォルダーについては利用ガイドを

ご参照ください。

⑥ディスクの書き込みが完了する

と、メッセージウィンドウに左記の

ように表示されます。

「完了」をクリックするとウィザード

の最初の画面へ戻ります。
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3. パスワード付きディスクの使用方法

パスワード付きディスクの閲覧には専用のツール『LB フリーレシーバー』を使用します。

『LB フリーレシーバー』は標準でパスワード付きディスクの作成時にディスクにコピーされ、ディスクを

コンピューターにセットすると自動的に起動します。

※標準設定以外でディスクを作成した場合や制限ユーザーアカウントでコンピューターを使用する

場合は利用ガイドをご参照ください。

②『LB フリーレシーバー』が起動してパス

ワード入力ウィンドウが表示されます。

パスワードを入力して「OK」をクリック

します。

①パスワード付きディスクをセットします。

自動再生オプションで「LB フリーレシー

バー」の実行を選択するか、

D:\LBFR.exe を実行します（D ドライブの

場合）。

③パスワードが認証されると暗号化領域が有

効になり、「秘密ドライブ」が表示されます。

（下図の例では E ドライブ）

※フリーレシーバー上から アイコンを

クリックしてドライブを参照することはで

きません。

エクスプローラー等からドライブを選択

してデータを参照してください。
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ステータスアイコンの説明

パスワード

暗号化領域（秘密領域）が存在す

暗号化領域（秘密領域）が存在す

停止中の秘密領域が存在する

有効中の暗号化領域（秘密ドライ

現在有効になっている秘密領域

暗号化領域が存在しないディスク/

秘密領域の存在しないドライブは

※秘密領域内のデータの参照はエクスプロー

パスワード認証の解除（停止）

を選択して停止またはすべて停止で

停止できます。

または、ディスクをドライブから取り出し

ます。

再度パスワード認証をする場合

を選択して有効をクリックするとパスワー

ド入力ウィンドウが表示されます。

フリーレシーバーを終了している場合は、コン

ピューターからディスクアイコンをクリックする

（自動再生が有効な場合）か、ディスク上の

LBFR.exeを起動します。
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るディスク/ドライブ 秘密領域は有効中

るディスク/ドライブ 秘密領域は停止中

ドライブはこのアイコンが表示されます。

ブ）※

はこのアイコンが表示されます。

ドライブ

このアイコンが表示されます。

ラー/コンピューター上から行います。


